
夏季特別セミナーの内容について

今回の「夏季特別セミナー」の予定は, 以下のとおりです.

日時と場所

• 8 月 2 日 (月) - 4 日 (水), 6 日 (金), 7 日 (土)

– 時間 : 13:30 - 19:00, (その後, 希望者のみ質問や演習 )

– 場所 : 数理科学研究科棟 の 056号室
(ただし, 3日 (火)は, 117号室 )

※ 時間は毎回 19：00まで行なうという意味ではなく, 回によっては, 終
了時間が 19:00くらいになることがあるかもしれないということです.

講義内容

• 多変数関数の微分法について

また, それぞれの日にお話しようと考えている内容は, 以下のとおりです.

• 第 1回 ( 8月 2日 )の予定

– 内容 :「偏微分」や「方向微分」という概念について説明する予定. ま
た, 多変数関数の場合には, 単に, 偏微分可能であるということだけでな
く, 偏導関数の連続性までを要請することが自然であることに触れた後
で,「(全)微分」という概念についても説明する予定.

– 参考 : 数学 IB演習 (第 5回)の略解 : p.1, 3節 ; p.4, 4節 ; p.6, 5節

• 第 2回 ( 8月 3日 )の予定

– 内容 : 偏導関数の連続性までを要請した場合には, 偏導関数は, 偏微
分する順番によらないことを説明する予定. また, 多変数関数に対する
「Taylorの定理」についても説明する予定.

– 参考 : 数学 IB演習 (第 5回)の略解 : p.10, 6節 ; p.13, 7節
数学 IB演習 (第 6回)の略解 : p.5, 5節

• 第 3回 ( 8月 4日 )の予定

– 内容 : 一変数関数のときと同様に, Taylor多項式の様子を調べること
で, 多変数関数の大まかな様子が理解できることを説明する予定. 具体
的には, 2変数関数の場合を例にして, 1次の Taylor多項式を考えるこ
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とが, 2変数関数のグラフに「接平面」を描くことに対応することと, 2

次のTaylor多項式を考えることにより,「極値の判定」ができることを
説明する予定.

– 参考 : 数学 IB演習 (第 6回)の略解 : p.14, 8節 ; p.17, 9節

• 第 4回 ( 8月 6日 )の予定

– 内容 :「微分」の概念が,「写像」に対してどのように拡張されるのかと
いうことを説明した後で, 多変数関数に対する「合成関数の微分則」に
ついて説明する予定.

– 参考 : 数学 IB演習 (第 6回)の略解 : p.26, 13節 ; p.29, 14節

• 第 5回 ( 8月 7日 )の予定

– 内容 : 例えば, 単位球面など,「曲がった空間」上の関数の様子を調べ
るにはどうしたらよいのかということを説明した後で,「曲がった空間」
上の点をどのようにパラメータ付けすることができるのかということ
に対するひとつの答えを与える「陰関数定理」について説明する予定.

また,「条件付き極値問題」の代表的な解法である「Lagrangeの未定乗
数法」についても説明する予定.

– 参考 : 数学 IB演習 (第 7回)の略解 : p.5, 4節 ; p.8, 5節 ; p.14, 6節 ;

p.17, 8節

[演習のホームページ ]

http://lecture.ecc.u-tokyo.ac.jp/~nkiyono/index.html
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